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　　　 県労連

第２３回定期大会告示

開催日時

２０１０年９月１２日（日）

　　 　　　１０時～１７時
開催場所

議　　題

高知市東部健康福祉センター

　1 0 年度運動方針案

　0 9 年度決算報告・会計監査報告

　10 年度予算案

　規約・規定の改正案

　10 年度役員選出

その他

住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
作
り

― 

地
域
か
ら ｢ 

貧
困 ｣ 

を
な
く
す 

―

コ
ン
ビ
ニ
の
レ
ジ
に
並

ぶ
。
気
に
な
る
の
は
、「
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
～
ッ
」

の
変
な
抑
揚
の
挨
拶
だ
け

で
は
な
い
。
ブ
ル
ー
と
ピ
ン
ク
の
ボ
タ

ン
。
一
二
才
ま
で
。
一
三
才
か
ら
一
九

才
ま
で
。
二
〇
代
。
三
〇
才
か
ら
四
九

才
。
五
〇
才
以
降
。
年
齢
区
分
の
仕
方

は
問
う
ま
い
。
客
は
店
員
に
よ
っ
て
男

女
別
、
年
代
別
に
勝
手
に
分
類
さ
れ
入

力
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｏ
Ｓ
（
販
売

時
点
管
理
）
シ
ス
テ
ム
。
こ
の
情
報
が

在
庫
、
生
産
管
理
。
人
気
商
品
の
開
発

に
生
か
さ
れ
る
▲
「
世
論
調
査
民
主
主

義
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
。
調
査
方
法

の
簡
便
化
で
、
そ
れ
こ
そ
日
替
わ
り
で

“
民
意
”
が
分
か
る
。
ま
さ
に
、
政
治

に
お
け
る
Ｐ
Ｏ
Ｓ
だ
。
選
挙
期
間
中
と

な
れ
ば
、
な
お
さ
ら
▲
民
意
が
政
治
を

動
か
す
可
能
性
と
い
う
積
極
面
。
し
か

し
、
民
意
が
誘
導
さ
れ
る
危
険
性
。
特

に
マ
ス
コ
ミ
（
資
本
）。
ま
た
、
政
治
の

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
化
。
人
気
取
り
の
政
策

に
傾
き
、
理
念
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ

る
危
険
性
も
。
民
主
党
の
党
首
選
挙
が

九
月
に
あ
る
。
選
挙
に
勝
て
る
“
顔
”

が
重
視
さ
れ
る
な
ら
一
年
間
に
三
人
目

の
首
相
誕
生
も
あ
り
う
る
▲
翻
っ
て
政

治
を
国
民
の
手
に
取
り
戻
す
た
め
の
世

論
形
成
。こ
れ
を
ど
う
進
め
る
の
か
。労

組
大
会
の
季
節
。
明
確
な
理
念
を
前
提

に
、
組
合
員
や
地
域
の
要
求
把
握
と
魅

力
あ
る
運
動
提
起
。
労
組
流
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ

が
求
め
ら
れ
る
。

増勢を力に 大会を飛躍の契機に！

高
知
県
労
連
は
九
月
十
二
日
（
日
）、
第
二
十
三
回
定
期
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
加
盟
組
合
と
組
合
員
の
奮
闘
に
よ
り
組

織
増
で
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

医
労
連
・
ち
ひ
ろ
コ
ス
モ
ス

労
組
の
結
成
、
年
金
者
組
合
の

高
齢
者
人
口
比
〇
．
五
％
の
組

織
建
設
、
高
知
一
般
・
幡
多
け

ん
み
ん
病
院
の
清
掃
部
門
で
の

全
員
加
盟
と
香
長
中
央
病
院
で

の
過
半
数
組
織
の
達
成
、
福
祉

保
育
労
の
福
祉
職
場
で
の
七
名

の
非
正
規
職
員
の
正
職
員
化
と

そ
れ
に
伴
う
組
織
拡
大
な
ど
教

訓
的
な
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し

た
。
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
の
年

間
相
談
件
数
も
三
百
件
に
迫
り
、

「
組
織
作
り
」
型
相
談
を
め
ざ

し
、
組
織
拡
大
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

あ
っ
た
か
村
・
年
末
相
談
会

に
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

集
ま
り
、
貧
困
問
題
を
何
と
か

し
た
と
い
う
人
た
ち
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
広
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
須
崎
労
連
の
再
結
成

は
、
地
域
で
の
相
談
活
動
や
宣

伝
活
動
、
ち
ひ
ろ
コ
ス
モ
ス
労

組
の
結
成
へ
の
援
助
な
ど
地

域
運
動
の
可
能
性
と
展
望
を

示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

貧
困
撲
滅
の
大
運
動
！
吹
っ
飛
ば
せ
構
造
改
革

　
一
〇
月
に
は
県
社
保
協
に
結

集
し
、
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
に

取
り
組
み
ま
す
。「
各
自
治
体
か

ら
あ
ら
ゆ
る
貧
困
を
な
く
そ
う
」

を
合
言
葉
に
共
同
を
呼
び
か
け

ま
す
。

　
一
二
月
に
は
あ
っ
た
か
村
を

よ
り
広
い
共
同
で
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
安
芸
、
南
国
、
須
崎
、
四

万
十
市
で
の
開
催
も
め
ざ
し
ま

す
。
地
域
労
連
の

活
性
化
、
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
た
ば
ね
る

役
割
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
一
〇
月
か
ら

一
二
月
は
組
織

拡
大
月
間
。
労
働

相
談
セ
ン
タ
ー
を
フ
ル
稼
働

さ
せ
、
相
談
を
組
織
化
に
つ
な

げ
、
更
に
「
一
人
か
ら
組
織
へ
」

を
め
ざ
し
ま
す
。
加
盟
組
織
を

含
め
、
従
来
発
想
を
超
え
た
拡

大
計
画
の
知
恵
出
し
を
行
い

ま
す
。

第
二
三
回
定
期
大
会
を
運

動
と
組
織
の
飛
躍
の
契
機
に

し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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原
水
禁
世
界
大
会
開
催

　
八
月
四
日
（
水
）
か
ら
八
月
六
日
（
金
）
に
か
け
て
、
原
水
爆
禁
止

二
〇
一
〇
年
世
界
大
会
が
広
島
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
中
か
ら

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
を
願
う
八
〇
〇
〇
名
も
の
人
々
が
参
加
し
、

高
知
県
か
ら
も
四
十
名
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
国
連
代
表

も
参
加
し
、『
核
兵
器
の
な
い
世
界
』
の
実
現
へ
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

被
爆
か
ら
六
十
五
年
―

『核
兵
器
の
な
い
世
界
』
間
近
に

　
開
会
総
会
で
は

秋
葉
広
島
市
長
の

挨
拶
や
、
メ
キ
シ

コ
、
マ
レ
ー
シ
ア
政

府
代
表
か
ら
挨
拶

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
五
日
に
は
、
十
九

の
分
科
会
へ
分
か

れ
学
習
や
意
見
交

流
を
行
い
、『
自
治

体
で
の
非
核
・
平
和

の
と
り
く
み
』
で

は
、
自
治
労
連
南
国

市
職
労
の
森
本
書

記
長
が
南
国
市
で

の
署
名
の
取
り
組

み
や
地
域
の
平
和

団
体
と
の
共
同
に

つ
い
て
発
言
し
ま

し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
メ
キ
シ
コ

大
使
、
マ
レ
ー
シ
ア
大
使
、
エ
ジ

プ
ト
大
使
を
招
き
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検

討
会
議
で
の
核
兵
器
廃
絶
へ
向

け
た
流
れ
や
各
国
の
核
軍
縮
に

つ
い
て
の
考
え
を
参
加
者
と
対

話
形
式
で
行
い
ま
し
た
。
印
象
的

だ
っ
た
の
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
大
使

が
、「
二
〇
二
五
年
ま
で
に
は
、
核

兵
器
の
廃
止
は
可
能
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。」
と
発
言
し
た
こ

と
で
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
日

本
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮

す
る
こ
と
へ
の
期
待
が
込
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　
六
日
の
閉
会
総
会
に
は
、
国
連

代
表
セ
ル
ジ
オ
・
ド
ゥ
ア
ル
テ
氏

が
訪
れ
、
こ
こ
で
も
唯
一
の
被
爆

国
で
あ
る
日
本
に
対
す
る
期
待

と
、
平
和
団
体
に
よ
る
草
の
根
運

動
の
大
切
さ
が
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。

　
数
年
前
ま
で
『
核
兵
器
の
な
い

世
界
』
は
夢
物
語
で
あ
り
、
実
現

不
可
能
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
オ
バ
マ
大
統
領
の
プ
ラ

ハ
演
説
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議

に
よ
っ
て
『
核
兵
器
の
な
い
世

界
』
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
ま
し

た
。
世
界
大
会
で
も
、「
核
は
無

開
会
総
会
の
様
子

日　　程 時　　間 講座内容 会　　場

9 月03 日（金）

9 月10 日（金）

9 月17 日（金）

18:30～20:00

18:30～20:00

18:30～20:00

医療・国保

保育

医療

生保

国保

県教組会議室

保険医協会

県教組会議室

県教組会議室

14:00～15:30

14:00～17:00 介護・年金

県教組会議室

県教組会議室

14:00～17:00

講　　師

保育：山下さん

介護：池上さん・年金：年金者

医療：重光さん　　

生保：塩冶さん

国保：山岡さん

医療：重光さん・国保：山岡さん

く
せ
る
」
と
い
う
雰
囲
気
が
ひ
し

ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
唯
一
の

被
爆
国
で
あ
る
日
本
の
果
た
す
べ

き
役
割
と
、
政
府
の
姿
勢
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

１０年社保学校を開催

　
『
く
ら
し
と
福
祉
、

医
療
を
守
る
全
県
キ
ャ

ラ
バ
ン
』
を
今
年
も
開

催
し
ま
す
。
そ
の
前
段

と
し
て
医
療
・
介
護
・

国
保
・
保
育
・
年
金
生

活
保
護
に
つ
い
て
の
学

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
費
は
全
体
の
通
し

で
三
〇
〇
円
（
一
講
座

は
一
〇
〇
円
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
是
非
ご
参

加
下
さ
い
。

案
内
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八
月
六
日
、
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
は
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
二

〇
一
〇
年
度
地
域
別
最
低
賃
金
額
改
定
の
目
安
を
答
申
し
ま
し
た
。
そ

の
内
容
は
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
各
ラ
ン
ク
と
も
十
円
の
引
き
上
げ
を
基

本
と
し
つ
つ
、
最
低
賃
金
が
生
活
保
護
水
準
を
下
回
っ
て
い
る
と
審
議

会
が
認
定
し
た
都
道
府
県
に
つ
い
て
は
乖
離
幅
の
解
消
を
優
先
し
、
乖

離
額
の
大
き
い
地
方
に
つ
い
て
は
、
解
消
年
限
を
一
年
延
長
す
る
な
ど

の
も
の
で
し
た
。

中
央
最
賃
審
議
会
・
目
安
答
申

　
こ
の
結
果
、
今
年
度
の
最
低
賃

金
改
定
の
目
安
額
は
、
全
国
加
重

平
均
で
十
五
円
と
な
し
ま
し
た
。

時
間
額
表
示
と
な
っ
た
〇
二
年

以
降
で
初
め
て
Ｄ
ラ
ン
ク
地
方

の
目
安
額
を
二
桁
に
乗
せ
、
上
位

ラ
ン
ク
と
同
額
と
し
て
地
域
格

差
の
拡
大
を
抑
制
し
た
こ
と
や
、

中
小
企
業
の
賃
金
改
定
状
況
が

マ
イ
ナ
ス
を
示
す
中
で
の
二
桁

改
定
で
あ
る
こ
と
な
ど
は
、
単

産
、
地
方
組
織
の
こ
の
間
の
奮
闘

を
一
定
反
映
し
た
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の

解
消
や
均
等
待
遇
へ
の
接
近
、
消

費
購
買
力
向
上
に
よ
る
景
気
回

復
を
求
め
る
立
場
か
ら
の
「
時
給

一
〇
〇
〇
円
」
要
求
に
は
程
遠

く
、
現
行
最
低
賃
金
法
の
限
界

が
、
あ
ら
た
め
て
明
ら
か
に
な
っ

た
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
七
月
二
十
三
日
、
高
知
県
労
連

は
、
高
知
労
働
局
で
開
か
れ
た
高

知
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
へ
出

席
し
、
高
知
県
の
「
最
低
賃
金
一

〇
〇
〇
円
以
上
へ
の
大
幅
引
上

げ
」
を
求
め
る
意
見
陳
述
を
行
い

樫
や
ん
奮
戦
記
⑫

高
知
・
意
見
陳
述

ま
し
た
。
　

　
最
低
賃
金
法
第
九
条
三
項
と

憲
法
二
十
五
条
を
引
用
し
生
存

権
を
保
障
し
て
い
る
同
法
の
趣

旨
を
大
前
提
に
地
域
別
最
低
賃

金
改
定
の
審
議
を
行
う
べ
き
で

あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。
　
　

　
現
行
の
最
低
賃
金
額
は
、
厚
生

労
働
省
の
計
算
法
に
よ
っ
て
、
最

低
賃
金
が
大
き
く
さ
れ
、
逆
に
生

活
保
護
基
準
が
小
さ
く
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
実
際

に
は
、
生
活
保
護
水
準
が
最
低
賃

金
を
上
回
る
逆
転
現
象
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

　
県
労
連
は
、
真
に
生
活
保
護
と

の
整
合
性
を
は
か
る
た
め
改
め

て
吟
味
を
す
べ
き
だ
と
強
調
し

ま
し
た
。

　
青
年
部
か
ら
は
、
自
ら
の
最
賃

生
活
体
験
を
通
じ
て
、
現
在
の
あ

ま
り
に
も
低
す
ぎ
る
最
賃
額
（
六

一
三
円
）
で
は
、
い
く
ら
生
活
を

切
り
つ
め
て
も
と
う
て
い
ま
と

も
な
人
間
ら
し
い
生
活
は
で
き

な
い
。
ま
と
も
に
働
い
た
ら
ま
と

も
に
生
活
で
き
る
よ
う
な
最
低

賃
金
が
必
要
」
と
、
最
低
で
も
一

〇
〇
〇
円
以
上
の
引
上
げ
を
実

現
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
低
賃
金
審
議
会
は
原

則
公
開
す
る
と
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
当
日
の
意
見
陳
述

で
は
、
傍
聴
者
が
三
人
に
限
る
と

の
高
知
労
働
局
か
ら
の
制
限
が
か

け
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
当
日
の
意
見
書

の
な
か
で
も
、「
審
議
会
や
専
門

部
会
を
公
開
す
る
こ
と
」
と
す
る

高
知
労
働
局
長
に
対
し
て
の
要

請
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

　
七
月
、
高
知
県
労
連
・
こ
う
ち
労

働
相
談
セ
ン
タ
ー
に
は
、
十
五
人

（
女
性
九
人
、
男
性
六
人
）
の
人
た

ち
か
ら
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

雇
用
形
態
は
、
正
規
十
人
、
パ
ー
ト

一
人
、
契
約
一
人
、
不
明
三
人
。
事

業
規
模
は
、三
十
人
～
一
〇
〇
人
以

下
四
人
、
一
〇
〇
人
以
上
二
人
、
不

明
七
人
。
相
談
の
契
機
は
、
電
話
帳

五
人
、
紹
介
五
人
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
二
人
、不
明
三
人
。相
談
内
容
は
、

解
雇
・
退
職
強
要
三
人
、
賃
金
・
不

払
残
業
四
人
、
年
休
一
人
、
労
働
条

件
二
人
、
社
会
保
険
一
人
、
パ
ワ
ハ

ラ
二
人
、
そ
の
他
二
人
で
し
た
。

　
特
徴
的
な
相
談
事
例
で
は
、販
売

業
に
勤
務
す
る
男
性
か
ら
、「
会
社

か
ら
賃
金
体
系
を
日
給
制
か
ら
完

全
歩
合
給
制
に
変
え
る
と
の
突
然

の
通
知
を
う
け
た
。
が
、
心
配
な
の

は
、
物
が
売
れ
な
い
中
、
賃
金
体
系

を
変
え
ら
れ
と
売
り
上
げ
が
少
な

い
場
合
は
、大
幅
な
賃
下
げ
と
な
り

収
入
も
不
安
定
に
な
る
の
で
困
る
。

会
社
の
言
い
な
り
に
な
ら
な
い
と

い
け
な
い
か
。」と
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。ア
ド
バ
イ
ス
で
は
、

①
賃
金
体
系
を
変
え
る
た
め
の
き

ち
ん
と
し
た
説
明
を
求
め
る
こ
と
、

②
仮
に
変
更
を
受
け
入
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
場
合
で
も
賃
金
の
最
低

保
障
（
労
基
法
第
二
十
七
条
の
遵

守
）
を
求
め
る
こ
と
な
ど
を
伝
え

ま
し
た
。ま
た
、ひ
と
り
で
は
立
場

が
弱
い
。
会
社
の
言
い
な
り
に
な

る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る

の
で
、
労
働
組
合
に
入
っ
て
不
利

益
と
な
る
賃
金
・
労
働
条
件
面
で

の
押
し
つ
け
を
安
易
に
や
ら
さ
な

い
た
め
に
応
援
で
き
る
の
で
い
っ

し
ょ
う
に
力
を
合
わ
せ
要
求
を
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
と
組
合
加
入
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　
七
月
の
相
談
を
通
じ
て
、
二
人

（
女
性
一
人
、
男
性
一
人
）
が
高
知

一
般
労
組
と
福
祉
保
育
労
組
に
個

人
加
盟
し
ま
し
た
。
労
働
相
談
セ

ン
タ
ー
は
、「
一
人
か
ら
組
織
へ
］

と
、
さ
ら
な
る
取
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。



(4）２０１０年８月２５日　　　   　　　　高　知　県　労　連　　　　     　　　　　　　ＮＯ．１２３

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え

と
、
機
関
紙
の
感
想
、
組
合

名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
を
記
入
の
上
、
県

労
連
書
記
局
宛
に
お
送
り

下
さ
い
。

　
抽
選
で
三
名
様
に
図
書

カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ｅ
メ
ー
ル
）締
め
切
り
は
翌

月
の
二
十
日
に
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

 
 

　 
 

　
チ
ャ
レ
ン
ジ

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　
カ
ギ
を
解
き
、二
重
ワ
ク
に

入
る
文
字
を
並
べ
替
え
て
で
き

る
言
葉
は
何
？

〔
タ
テ
の
キ
ー
〕 

①
浜
辺
　
②

〔ヨコのキー〕

①貸間 ⑤店舗を
郊 外 に 　 　 　
⑥○○に入って
は ○ ○ に 従 え
⑦通りがかりの
車にただ乗りし

４

５

９

１０

て行う旅行 ⑨瓜
田に○○を納れ
ず李下に冠を正
さず ⑪　　のチ
リソース煮⑬日
本の森林面積の
約３倍が　

１１ １２

１３
当
選
者
の
発
表
！

　
七
月
号
・
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

の
答
え
は
「
ア
マ
ノ
ガ
ワ
」
で
し
た
。

　
当
選
者
が
抽
選
で
決
定
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
選
を

逃
し
た
方
も
ド
ン
ド
ン
挑
戦
し
て
く

だ
さ
い
。

《
当
選
者
》

　
　  

岡
本
　
肇
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
高
教
組
）

　 

　
高
橋
　
理
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
香
美
市
職
労
）

　
　 

中
山
　
裕
康
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
県
教
組
）

３

祝

７ ８

６

１

民
間
会
社
が
経
営
す
る
鉄
道
　
③
新

た
に
建
物
を
造
る
こ
と
　
④
船
便
で

は
な
く
　
　
　
で
送
る
　
⑥
ボ
キ
ャ

ブ
ラ
リ
ー
　
⑧
　
　
　
ダ
イ
オ
ー
ド

　
⑩
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
　
⑫
○
○

を
開
く
。
○
○
を
正
す

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　
七
月
二
十
四
日
（
土
）
か
ら
二
十
五
日
（
日
）
に
か
け
て
、「
第
十
二
回

働
く
も
の
の
学
習
交
流
会
ｉ
ｎ
香
川
」
が
香
川
県
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
し
お
の
え
セ

カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
開
催
さ
れ
、
四
国
か
ら
青
年
を
中
心
に
、
の
べ
一
〇
一
名

が
集
ま
り
、
高
知
県
か
ら
は
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
主
催
は
青
年
部
を
中

心
と
し
た
香
川
県
実
行
委
員
会
で
、
全
労
連
四
国
地
区
協
議
会
な
ど
の
共
催

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
青
年
が
中
心
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
分
科

会
に
も
、
随
所
に
青
年
ら
し
さ
が
ち

り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
初
日
に

は
、
全
労
連
青
年
部
書
記
長
の
野
村

昌
弘
氏
が
講
演
を
行
い
、
青
年
部
の

取
り
組
み
な
ど
の
実
践
を
報
告
し

ま
し
た
。
分
科
会
で
は
、
六
つ
の
分

科
会
に
分
か
れ
、
料
理
や
音
楽
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
か
ら
思
い
を
伝
え

る
し
ゃ
べ
り
方
な
ど
、
幅
広
い
学
習

を
行
い
ま
し
た
。

　
二
日
目
に
は
、
地
域
労
連
お
お

さ
か
青
年
部
書
記
長
の
中
嶌
聡
氏

が
、「
人
間
ら
し
く
は
た
ら
く
た

め
に
」
と
い
う
題
目
に
沿
っ
て
講

演
を
行
い
ま
し
た
。「
人
間
ら
し

い
要
求
が
通
ら
な
い
、
普
通
で
は

な
い
環
境
で
普
通
に
育
っ
て
き
た

青
年
に
は
、
労
働
組
合
や
要
求
の

正
当
性
を
説
明
し
て
も
伝
わ
ら
な

い
。
実
際
に
団
体
交
渉
を
し
て
、

要
求
が
通
っ
て
初
め
て
労
働
組
合

の
意
義
や
力
を
実
感
す
る
」
と
い

う
言
葉
に
は
、
参
加
し
た
役
員
も

青
年
に
対
す
る
接
し
方
を
考
え
さ

れ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
来
年
は
愛
媛
で
「
働
く
も
の
の

学
習
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
今
回
は
従
来
と
は
違
っ
た
学

習
交
流
会
で
し
た
。
そ
れ
を
受
け

て
、
来
年
は
ど
う
い
っ
た
も
の
に

な
っ
て
い
く
の
か
が
楽
し
み
で

す
。

自
分
ら
し
く
　
明
る
く
暮
ら
し
た
い

働
く
も
の
の
学
習
交
流
会
を
開
催

（
青
年
を
中
心
に
一
〇
一
名
が
参
加
）

２

嫁
仕
分
け
　
子
ど
も
の
服
代
　
対
象
外
（
牧
師
）

川
柳
紹
介

携帯サイトを

開設しました

ご覧ください

貧
困
に
　
怒
り
名
を
書
く
　
保
護
申
請
（
源
朝
光
）

強
さ
よ
り
　
優
し
さ
欲
し
い
　
福
祉
に
は
（
源
朝
光
）

時
事
川
柳
を
募
集
！

風
刺
を
き
か
せ
た
川
柳
を
お
寄
せ
下
さ
い
。


